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研究要旨 

 NIPPON DATA90 を用いて、危険因子の変化に伴う健康寿命の延伸の可能性について検討した。そ

の結果、60 歳健康寿命でみると、収縮期血圧と BMI が改善することで男性では 0.10 歳増加、女性

では 0.13 歳増加し、収縮期血圧、BMI、喫煙が改善することで男性では 0.43 歳、女性では 0.21 歳

増加することが確認された。 
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Ａ．研究目的 

NIPPON DATA90（ND90）を用いて、生活習慣・

健診検査値を要因、日常生活動作(ADL)・死亡を

アウトカムとして、生命表法により平均余命、

健康寿命への影響を評価する。また本検討をと

おして、どのような生活習慣を改善させれば、

健康寿命は何年程度延びるのかを定量的に示

すことを目標とする。 

最終年である本年は、前年度の多相生命表に

よる健康寿命算出（iMach）をふまえ、健康寿命

の格差の要因（どのような生活習慣が健康寿命

の差にどの程度寄与しているか）を定量的に検

討する。 

 

Ｂ．研究方法 

前年度研究班で報告した、喫煙、高血圧、肥

満別健康寿命をもとに、ND90 の喫煙、高血圧、

肥満のベースライン時の値の分布（24 カテゴ

リ）のデータを用い、各カテゴリの健康寿命に

乗ずることにより加重平均を求める。この加重

平均を当該集団における健康寿命とする。ま

た、上記の喫煙、高血圧、肥満の多次元分布が

変化した場合（例：40 歳以上の禁煙希望者が全

て禁煙、収縮期血圧 4mmHg 低下、Body Mass 

Index(以下 BMI)が 2.0 低下）を想定し、その加

重平均に算出することで、危険因子の変化に伴

う健康寿命の延伸を検討した。 

この想定の設定に関しては健康日本 21（第二

次）を参考にし、喫煙は「栄養・食生活、身体

活動・運動、休養、飲酒、喫煙及び歯・口腔の

健康に関する生活習慣及び社会環境の改善に

関する目標」の（5）喫煙を、収縮期血圧は「主

要な生活習慣病の発症予防と重症化予防に関

する目標」の（2）循環器疾患の部分を、BMI は

栄養・食生活、身体活動・運動、休養、飲酒、

喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣及び

社会環境の改善に関する目標」の（1）栄養・食

生活の部分を参考にした。 

ND90 のベースライン時の危険因子として、喫

煙、高血圧、肥満の３つを取り上げた。喫煙に

ついては非喫煙・喫煙の２カテゴリ、血圧は至

適血圧（収縮期血圧 120mmHg 未満または拡張期

血圧80mHg未満）、正常高値（収縮期血圧120mmHg

以上 140mmHg 未満または拡張期血圧 80mHg 以上

90mmHg 未満）、軽症高血圧（収縮期血圧 140mmHg

以上 160mmHg 未満または拡張期血圧 90mmHg 以
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上 100mmHg 未満）、中等症高血圧（収縮期血圧

160mmHg 以上または拡張期血圧 100mmHg 以上）

の４カテゴリ、肥満はやせ（BMI が 18.5 未満）、

正常域（BMI が 18.5 以上 25 未満）、過体重・

肥満(BMI が 25 以上)の３カテゴリとした。 

上記の喫煙、高血圧、肥満の組み合わせ 24 カ

テゴリの各々に対し算出された 60 歳健康寿命

をもとに、現状の健康寿命および改善後の健康

寿命を算出した。これらの算出には ND90 の各

カテゴリの構成％を重みとした加重平均を使

用した。また危険因子の改善後の健康寿命の算

出には、シナリオに基づく改善数値から喫煙、

高血圧、肥満の多次元分布が変化させ(収縮期

血圧 4mmHg 低下、40 歳以上の禁煙希望者が全て

禁煙）、変化後の各カテゴリの構成％を算出し、

上記と同様に加重平均を計算することで算出

した。 

検討したシナリオは、シナリオ１：収縮期血

圧 4ｍｍHg 低下、BMI が 2.0 低下した場合、シ

ナリオ２：：収縮期血圧 4mmHg 低下、BMI が 2.0

低下、禁煙希望者全員（喫煙者の 25％）が禁煙

した場合の２つとした。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究では、匿名化されたデータを用いるた

め、個人情報保護に関する問題は生じない。「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に

基づいて実施し、資料の利用や管理などその倫

理指針の原則を遵守した。 

 

Ｃ．研究結果 

表１に男性の ND90 のベースライン危険因子

と 60 歳健康寿命をシナリオごとに示す。危険

因子の組み合わせによる 60 歳健康寿命は表の

４列目に示すように、肥満 18.5 未満、至適血

圧、非喫煙では 21.5 歳から肥満 25.0 以上、中

等症高血圧、喫煙では 17.7 歳であった。これに

各カテゴリの構成％を乗じ加重平均した現状

の 60 歳健康寿命は 20.02 歳であった。シナリ

オ１の収縮期血圧 4ｍｍHg、BMI が 2.0 と変化

させた場合の 60歳健康寿命は 20.12 歳となり、

現状と比較すると健康寿命が 0.10 歳増加する

ことが確認された。健康寿命の変化に影響を与

えたカテゴリとして、BMI18.5-24.9・至適血圧

・非喫煙の 0.3 歳、BMI18.5-24.9・至適血圧・

喫煙の 0.3 歳のほか、BMI18.5-24.9・軽症高血

圧・非喫煙の-0.3 歳、BMI18.5-24.9・中等症高

血圧・喫煙の-0.3 歳があった。シナリオ２の収

縮期血圧 4ｍｍHg、BMI が 2.0、禁煙希望者全員

（喫煙者の 25％）が禁煙した場合の 60 歳健康

寿命は 20.46 歳となり、現状と比較すると健康

寿命が 0.43 歳、増加することが確認された。健

康寿命の変化に影響を与えたカテゴリとして、

BMI18.5-24.9・正常高値・非喫煙の 1.0 歳、

BMI18.5-24.9・至適血圧・非喫煙の 0.6 歳のほ

か、BMI18.5-24.9・正常高値・喫煙の-0.6 歳、

BMI18.5-24.9・中等症高血圧・喫煙の-0.6 歳が

あった。 

表２に女性の ND90 のベースライン危険因子

と 60 歳健康寿命をシナリオごとに示す。危険

因子の組み合わせによる 60 歳健康寿命は表の

4列目に示すように、肥満 18.5 未満、至適血圧、

非喫煙では 24.7 歳から肥満 25.0 以上、中等症

高血圧、喫煙では 21.0 歳であった。これに各カ

テゴリの構成％を乗じ加重平均した現状の 60

歳健康寿命は 24.32 歳であった。シナリオ１の

収縮期血圧 4ｍｍHg、BMI が 2.0 改善した場合

の 60 歳健康寿命は 24.45 歳となり、現状と比

較すると健康寿命が 0.13 歳増加することが確

認された。健康寿命の変化に影響を与えたカテ

ゴリとして、BMI18.5-24.9・至適血圧・非喫煙

の 0.9 歳のほか、BMI18.5-24.9・中等症高血圧

・非喫煙の-0.6 歳、BMI18.5-24.9・軽症高血圧

・非喫煙の-0.4 歳があった。シナリオ２の収縮

期血圧 4ｍｍHg、BMI が 2.0、禁煙希望者全員（喫

煙者の 25％）が禁煙した場合の 60 歳健康寿命

は 24.53 歳となり、現状と比較すると健康寿命

が 0.21 歳、増加することが確認された。健康寿

命の変化に影響を与えたカテゴリとして、BMI 

18.5-24.9・至適血圧・非喫煙の1.1歳、BMI18.5-
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24.9・正常高値・非喫煙の 0.4 歳のほか、BMI 

18.5-24.9・中等症高血圧・非喫煙の-0.5 歳、

BMI18.5-24.9・軽症高血圧・非喫煙の-0.3 歳が

あった。 

 

Ⅾ．考 察 

健康寿命の格差の要因を定量的に検討する

ため、ND90 の喫煙、高血圧、肥満のベースライ

ン時の分布（24 カテゴリ）のデータをもとにシ

ナリオ作成したもので、危険因子の変化に伴う

健康寿命の延伸を検討した。その結果、60歳健

康寿命では、収縮期血圧と BMI が改善すること

で男性では 0.10 歳増加、女性では 0.13 歳増加

し、収縮期血圧、BMI、喫煙が改善することで男

性では 0.43 歳、女性では 0.21 歳増加すること

が確認された。健康寿命延伸に関わる要因の検

討は重要なテーマである一方で、実証データを

得ることは難しく、シミュレーション的なアプ

ローチをとるしかない。今回前年度に算出した

リスク階層別の健康寿命データをもとに、シナ

リオを立案して集団におけるリスク因子改善

の影響を検討した。その結果、収縮期血圧や BMI

の改善で 0.1 歳程度の改善がみられ、喫煙を改

善することで男性では 0.3 歳、女性では 0.08歳

さらに改善されることが確認できた。わが国に

おいて男性の喫煙の健康影響が大きく、健康寿

命延伸に喫煙状況の改善が大きな影響を及ぼ

すことが確認された。 

図に ND90 におけるベースライン時の収縮期

血圧とBMIの２次元分布がシナリオ１に示した

変化後、どのように移動するかを示した。現状

と変化後で大きな違いがみられないが、この変

化が健康寿命に与える影響は小さくないと思

われる。今回は比較的単純な仮定のもと、健康

寿命延伸のシミュレーションをおこなった。こ

れから多次元分布の変化について様々なパタ

ーンが想起され、これらについては様々なシナ

リオ作成が可能となるが、これら検討は今後の

課題である。 

 

Ｅ．結 論 

 危険因子の変化に伴う健康寿命の延伸を検

討した結果、60 歳健康寿命では、収縮期血圧と

BMI が改善することで男性では 0.10 歳増加、女

性では 0.13 歳増加し、収縮期血圧、BMI、喫煙

が改善することで男性では 0.43 歳、女性では

0.21 歳増加することが確認された。 
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表１ ND90のベースライン危険因子と60歳健康寿命（男性） 

シナリオ１：収縮期血圧、BMIが変化した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現 状：構成%は NIPPON DATA90 のベースライン値の分布を示している。 

変化後：上記のベースライン値から 40 歳以上の収縮期血圧 4mmHg 低下、BMI が 2.0 低下したときの分布を

示している。 

 
 
 
 
  

肥満 血圧 喫煙 60歳

健康寿命 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均

18.5未満 至適 非喫煙 21.5 0.4 0.1 0.5 0.1 0.2 0.0

18.5未満 至適 喫煙 18.3 0.8 0.2 1.1 0.2 0.3 0.1

18.5未満 正常高値 非喫煙 20.7 1.1 0.2 1.0 0.2 0.0 0.0

18.5未満 正常高値 喫煙 17.8 1.7 0.3 1.5 0.3 -0.2 0.0

18.5未満 軽症 非喫煙 19.4 0.9 0.2 0.7 0.1 -0.1 0.0

18.5未満 軽症 喫煙 16.6 0.8 0.1 0.9 0.1 0.1 0.0

18.5未満 中等症 非喫煙 19.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

18.5未満 中等症 喫煙 16.3 0.7 0.1 0.5 0.1 -0.2 0.0

18.5-24.9 至適 非喫煙 22.9 3.6 0.8 4.9 1.1 1.3 0.3

18.5-24.9 至適 喫煙 20.2 3.9 0.8 5.2 1.1 1.3 0.3

18.5-24.9 正常高値 非喫煙 22.3 11.8 2.6 12.5 2.8 0.7 0.2

18.5-24.9 正常高値 喫煙 19.8 14.1 2.8 14.8 2.9 0.6 0.1

18.5-24.9 軽症 非喫煙 21.0 11.4 2.4 10.2 2.1 -1.2 -0.3

18.5-24.9 軽症 喫煙 18.6 10.7 2.0 10.2 1.9 -0.5 -0.1

18.5-24.9 中等症 非喫煙 20.6 6.4 1.3 5.6 1.1 -0.8 -0.2

18.5-24.9 中等症 喫煙 18.2 8.0 1.5 6.5 1.2 -1.5 -0.3

25.0以上 至適 非喫煙 22.5 0.6 0.1 0.8 0.2 0.2 0.0

25.0以上 至適 喫煙 19.8 0.6 0.1 0.9 0.2 0.2 0.0

25.0以上 正常高値 非喫煙 21.7 3.5 0.8 3.7 0.8 0.2 0.1

25.0以上 正常高値 喫煙 19.3 4.1 0.8 4.6 0.9 0.4 0.1

25.0以上 軽症 非喫煙 20.4 4.2 0.9 4.2 0.9 0.0 0.0

25.0以上 軽症 喫煙 18.1 3.9 0.7 3.6 0.7 -0.2 0.0

25.0以上 中等症 非喫煙 20.0 3.5 0.7 3.0 0.6 -0.5 -0.1

25.0以上 中等症 喫煙 17.7 3.3 0.6 2.9 0.5 -0.4 -0.1

合計 100.0 20.02 100.0 20.12 0.00 0.10

現状 変化後 変化肥満 血圧 喫煙 60歳

健康寿命 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均

18.5未満 至適 非喫煙 21.5 0.4 0.1 0.5 0.1 0.2 0.0

18.5未満 至適 喫煙 18.3 0.8 0.2 1.1 0.2 0.3 0.1

18.5未満 正常高値 非喫煙 20.7 1.1 0.2 1.0 0.2 0.0 0.0

18.5未満 正常高値 喫煙 17.8 1.7 0.3 1.5 0.3 -0.2 0.0

18.5未満 軽症 非喫煙 19.4 0.9 0.2 0.7 0.1 -0.1 0.0

18.5未満 軽症 喫煙 16.6 0.8 0.1 0.9 0.1 0.1 0.0

18.5未満 中等症 非喫煙 19.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

18.5未満 中等症 喫煙 16.3 0.7 0.1 0.5 0.1 -0.2 0.0

18.5-24.9 至適 非喫煙 22.9 3.6 0.8 4.9 1.1 1.3 0.3

18.5-24.9 至適 喫煙 20.2 3.9 0.8 5.2 1.1 1.3 0.3

18.5-24.9 正常高値 非喫煙 22.3 11.8 2.6 12.5 2.8 0.7 0.2

18.5-24.9 正常高値 喫煙 19.8 14.1 2.8 14.8 2.9 0.6 0.1

18.5-24.9 軽症 非喫煙 21.0 11.4 2.4 10.2 2.1 -1.2 -0.3

18.5-24.9 軽症 喫煙 18.6 10.7 2.0 10.2 1.9 -0.5 -0.1

18.5-24.9 中等症 非喫煙 20.6 6.4 1.3 5.6 1.1 -0.8 -0.2

18.5-24.9 中等症 喫煙 18.2 8.0 1.5 6.5 1.2 -1.5 -0.3

25.0以上 至適 非喫煙 22.5 0.6 0.1 0.8 0.2 0.2 0.0

25.0以上 至適 喫煙 19.8 0.6 0.1 0.9 0.2 0.2 0.0

25.0以上 正常高値 非喫煙 21.7 3.5 0.8 3.7 0.8 0.2 0.1

25.0以上 正常高値 喫煙 19.3 4.1 0.8 4.6 0.9 0.4 0.1

25.0以上 軽症 非喫煙 20.4 4.2 0.9 4.2 0.9 0.0 0.0

25.0以上 軽症 喫煙 18.1 3.9 0.7 3.6 0.7 -0.2 0.0

25.0以上 中等症 非喫煙 20.0 3.5 0.7 3.0 0.6 -0.5 -0.1

25.0以上 中等症 喫煙 17.7 3.3 0.6 2.9 0.5 -0.4 -0.1

合計 100.0 20.02 100.0 20.12 0.00 0.10

現状 変化後 変化
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シナリオ２：収縮期血圧、BMI、喫煙が変化した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現 状：構成%は NIPPON DATA90 のベースライン値の分布を示している。 

変化後：上記のベースライン値から 40 歳以上の収縮期血圧 4mmHg 低下、BMI が 2.0 低下したときの分布を

示している。 

 
 
  

肥満 血圧 喫煙 60歳

健康寿命 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均

18.5未満 至適 非喫煙 21.5 0.4 0.1 0.8 0.2 0.5 0.1

18.5未満 至適 喫煙 18.3 0.8 0.2 0.8 0.2 0.0 0.0

18.5未満 正常高値 非喫煙 20.7 1.1 0.2 1.4 0.3 0.3 0.1

18.5未満 正常高値 喫煙 17.8 1.7 0.3 1.1 0.2 -0.6 -0.1

18.5未満 軽症 非喫煙 19.4 0.9 0.2 0.9 0.2 0.1 0.0

18.5未満 軽症 喫煙 16.6 0.8 0.1 0.7 0.1 -0.2 0.0

18.5未満 中等症 非喫煙 19.1 0.1 0.0 0.3 0.1 0.1 0.0

18.5未満 中等症 喫煙 16.3 0.7 0.1 0.4 0.1 -0.3 0.0

18.5-24.9 至適 非喫煙 22.9 3.6 0.8 6.2 1.4 2.6 0.6

18.5-24.9 至適 喫煙 20.2 3.9 0.8 3.9 0.8 0.0 0.0

18.5-24.9 正常高値 非喫煙 22.3 11.8 2.6 16.2 3.6 4.4 1.0

18.5-24.9 正常高値 喫煙 19.8 14.1 2.8 11.1 2.2 -3.1 -0.6

18.5-24.9 軽症 非喫煙 21.0 11.4 2.4 12.8 2.7 1.3 0.3

18.5-24.9 軽症 喫煙 18.6 10.7 2.0 7.7 1.4 -3.0 -0.6

18.5-24.9 中等症 非喫煙 20.6 6.4 1.3 7.2 1.5 0.8 0.2

18.5-24.9 中等症 喫煙 18.2 8.0 1.5 4.9 0.9 -3.1 -0.6

25.0以上 至適 非喫煙 22.5 0.6 0.1 1.0 0.2 0.4 0.1

25.0以上 至適 喫煙 19.8 0.6 0.1 0.7 0.1 0.0 0.0

25.0以上 正常高値 非喫煙 21.7 3.5 0.8 4.9 1.1 1.4 0.3

25.0以上 正常高値 喫煙 19.3 4.1 0.8 3.4 0.7 -0.7 -0.1

25.0以上 軽症 非喫煙 20.4 4.2 0.9 5.1 1.0 0.9 0.2

25.0以上 軽症 喫煙 18.1 3.9 0.7 2.7 0.5 -1.2 -0.2

25.0以上 中等症 非喫煙 20.0 3.5 0.7 3.7 0.8 0.2 0.1

25.0以上 中等症 喫煙 17.7 3.3 0.6 2.1 0.4 -1.1 -0.2

合計 100.0 20.02 20.46 0.00 0.43

変化後現状 変化
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表２ ND90のベースライン危険因子と60歳健康寿命（女性） 

シナリオ１：収縮期血圧、BMIが変化した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 状：構成%は NIPPON DATA90 のベースライン値の分布を示している。 

変化後：上記のベースライン値から、40 歳以上の収縮期血圧 4mmHg 低下したときの分布を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

肥満 血圧 喫煙 60歳

健康寿命 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均

18.5未満 至適 非喫煙 24.7 1.4 0.3 1.6 0.4 0.3 0.1

18.5未満 至適 喫煙 21.8 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0

18.5未満 正常高値 非喫煙 23.8 2.0 0.5 2.2 0.5 0.2 0.0

18.5未満 正常高値 喫煙 21.2 0.3 0.1 0.3 0.1 0.0 0.0

18.5未満 軽症 非喫煙 22.3 1.5 0.3 1.2 0.3 -0.3 -0.1

18.5未満 軽症 喫煙 19.9 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

18.5未満 中等症 非喫煙 22.1 0.7 0.2 0.5 0.1 -0.2 0.0

18.5未満 中等症 喫煙 19.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18.5-24.9 至適 非喫煙 25.9 10.9 2.8 14.5 3.8 3.6 0.9

18.5-24.9 至適 喫煙 23.7 1.0 0.2 1.4 0.3 0.3 0.1

18.5-24.9 正常高値 非喫煙 25.5 23.4 6.0 23.8 6.1 0.4 0.1

18.5-24.9 正常高値 喫煙 23.4 2.5 0.6 2.6 0.6 0.1 0.0

18.5-24.9 軽症 非喫煙 24.1 17.8 4.3 16.2 3.9 -1.6 -0.4

18.5-24.9 軽症 喫煙 22.1 1.6 0.4 1.3 0.3 -0.3 -0.1

18.5-24.9 中等症 非喫煙 23.7 9.1 2.2 6.7 1.6 -2.4 -0.6

18.5-24.9 中等症 喫煙 21.7 0.8 0.2 0.6 0.1 -0.2 0.0

25.0以上 至適 非喫煙 25.3 1.4 0.3 2.3 0.6 1.0 0.2

25.0以上 至適 喫煙 23.1 0.3 0.1 0.3 0.1 0.0 0.0

25.0以上 正常高値 非喫煙 24.7 7.3 1.8 7.9 1.9 0.6 0.1

25.0以上 正常高値 喫煙 22.6 0.7 0.1 0.7 0.1 0.0 0.0

25.0以上 軽症 非喫煙 23.2 9.1 2.1 8.9 2.1 -0.2 -0.1

25.0以上 軽症 喫煙 21.4 0.7 0.2 0.8 0.2 0.1 0.0

25.0以上 中等症 非喫煙 22.9 6.5 1.5 5.2 1.2 -1.3 -0.3

25.0以上 中等症 喫煙 21.0 0.7 0.1 0.6 0.1 -0.1 0.0

合計 100.0 24.32 100.0 24.45 0.00 0.1

現状 変化後 変化
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シナリオ２：収縮期血圧、BMI、喫煙が変化した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現 状：構成%は NIPPON DATA90 のベースライン値の分布を示している。 

変化後：上記のベースライン値から、40 歳以上の収縮期血圧 4mmHg 低下、BMI が 2.0 低下、禁煙希望者

（喫煙者の 40％）が禁煙したときの分布を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

肥満 血圧 喫煙 60歳

健康寿命 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均 構成％ 加重平均

18.5未満 至適 非喫煙 24.7 1.4 0.3 1.7 0.4 0.3 0.1

18.5未満 至適 喫煙 21.8 0.2 0.0 0.1 0.0 -0.1 0.0

18.5未満 正常高値 非喫煙 23.8 2.0 0.5 2.4 0.6 0.3 0.1

18.5未満 正常高値 喫煙 21.2 0.3 0.1 0.2 0.0 -0.1 0.0

18.5未満 軽症 非喫煙 22.3 1.5 0.3 1.2 0.3 -0.2 0.0

18.5未満 軽症 喫煙 19.9 0.1 0.0 0.1 0.0 -0.1 0.0

18.5未満 中等症 非喫煙 22.1 0.7 0.2 0.5 0.1 -0.2 0.0

18.5未満 中等症 喫煙 19.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18.5-24.9 至適 非喫煙 25.9 10.9 2.8 15.0 3.9 4.2 1.1

18.5-24.9 至適 喫煙 23.7 1.0 0.2 0.8 0.2 -0.2 0.0

18.5-24.9 正常高値 非喫煙 25.5 23.4 6.0 24.8 6.3 1.4 0.4

18.5-24.9 正常高値 喫煙 23.4 2.5 0.6 1.6 0.4 -0.9 -0.2

18.5-24.9 軽症 非喫煙 24.1 17.8 4.3 16.8 4.0 -1.1 -0.3

18.5-24.9 軽症 喫煙 22.1 1.6 0.4 0.8 0.2 -0.8 -0.2

18.5-24.9 中等症 非喫煙 23.7 9.1 2.2 7.0 1.6 -2.2 -0.5

18.5-24.9 中等症 喫煙 21.7 0.8 0.2 0.4 0.1 -0.4 -0.1

25.0以上 至適 非喫煙 25.3 1.4 0.3 2.4 0.6 1.1 0.3

25.0以上 至適 喫煙 23.1 0.3 0.1 0.2 0.0 -0.1 0.0

25.0以上 正常高値 非喫煙 24.7 7.3 1.8 8.1 2.0 0.8 0.2

25.0以上 正常高値 喫煙 22.6 0.7 0.1 0.4 0.1 -0.3 -0.1

25.0以上 軽症 非喫煙 23.2 9.1 2.1 9.2 2.1 0.1 0.0

25.0以上 軽症 喫煙 21.4 0.7 0.2 0.5 0.1 -0.2 -0.1

25.0以上 中等症 非喫煙 22.9 6.5 1.5 5.4 1.2 -1.1 -0.2

25.0以上 中等症 喫煙 21.0 0.7 0.1 0.3 0.1 -0.3 -0.1

合計 100.0 24.32 100.0 24.53 0.00 0.21

変化現状 変化後
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図 NIPPON DATA90における収縮期血圧とBMIの多次元分布（現状（データ）と変更後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ：NIPPON DATA90 のベースライン値 

変化後：上記データをもとに収縮期血圧を 4mmHg, BMI を 2.0 減少させたときの値 
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